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中央アフリ

カ共和国の旅(4)

～悩みと喜びと～

ンデレヘの追

想い出多いクランペルの町に別れる目がとうとうき

た.2月27目の日曜目東の空がようやく白みはじ｡め

る5時30分起床.同行の連中はいつもよりはかなり

早く起きたらしくランプの灯を頼りにすでに出発

準備に余念がたかった.出発は7時の予定である.

しかし例の通り挨拶廻りやら何やらで遅れて結局

宿舎を離れるころには9時になっていた.これから

北辺の町ンデレヘの移動である(第1図).手首の痛み

はかたり薄らいてはいるが相変らず下痢カミ続き歩く

ことさえ億劫な痔の痛みに耐えてこれから337長mの

自動車旅行をするのかと思うといささか気カミ滅入る

クランペルからンデレヘ向うばあいにはングイヤを経

由してバラキテに出れば近道ではあるがこの荒れた道

路を走る苦労を考えれば国道8号線に出た方カミはるか

に楽である.クランヘノレから一度南下して国道8号線

に入り東へ向った.これから先は野生動物のやや多

い地域であると聞かされていたが真昼間に広い道路へ

のこのこと出てくる動物はやはり少狂いのだろう猿さ

えも姿を見せてはくれない.

アニミストの多い国だがこの付近にはキリスト教徒

が多いらしく沿道の教会には熱心な信者が溢れ瞳を

輝やかせて説教に耳を傾ける人たちの姿には例えよう

も放い美しさがありそして自然現象を含め足すべて

のものに魂カミあるといういわば趨非現実的とさえ思

えるアニミズムに疑問を抱きより現実的校信仰を受け

容れようとする姿勢カミうかがわれる.こうした信仰の
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あり方の転換はおそらく自然のままに生きることカミ

できた過去の社会と自然を己の手で改革しようとする

近代の社会と決して無縁ではたかろう.左手に剣を握

り右手にゴラｰンをかかげて改宗を迫ったとさえいわ

れるアラブのカと要求とに屈することのなかったこの国

の人々を思うとき己の心の寄りどころを已で選ぶ強さ

と宗教に対する真剣な姿勢そしてまた生きるには

あまりにも背酷な自然の支配下に興りそして広まっ

ていったイスラｰム教が自然に恵まれた社会に生きる

人々の心を魅了しきれない何かをもっていることが感じ

られる.イスラｰムという言葉は｢平和であること｣

を意味しその聖典として知られているゴラｰンの中に

は人の道が矛盾なく説かれている.

このようたイスラｰムの意味だけからみてもイスラ

ｰム教は当然多くの人に容易に受け容れられてよさ

そうなものだが窺実はそうではない.その理由を一

口にいえば多分その教えがあまりにもきびしすぎる

ということになるのかもしれない田灼熱の砂漠に祈り

30目聞の断食に服し飲物や食物を制限されるこの教は

自由というよりはむしろ芦Lれた社会でわがままに生

きる人にとっては苦痛以外の何ものでも匁かろう.

しかし耐えることを拒否しまたそれから逃避しよ

うとする人竿どんな社会に身をおいても所詮は､敗

者として生きざるをえない.

クランペルから!06友m離れたムブレに到着したのは

10時35分であった.地図の上ではわびしげた町がと思

われたが実際は結構にぎやかな町である(第2図).

小休止の時間を利用して部長さんに挨拶することに

した.クランペルの部長さんがここの部長を兼務して

おられるのですでに顔校じみではあるが長い間お世語

になり･しかも再び違うこともないと思われるので

こうした旅の途中で時間を消費するのは惜しい気もする

がこれも大切な仕事の一つである.

部長宅の庭に茂るマンゴの木陰で一休みしている折

高さ10mばかりのマンゴの木の中心部から椰子の木が

ニュｰツと突出ているのを見かけた.誰かが継木をし

たものにちがいないカミ珍らしいというだけであまり

良い趣味ではない,すぐ近くで赤ん境を遊ばせている

第1図調査行程図�
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婦人にゼスチャｰ入りでいろいろと質問を試みたカミ

その婦人ははにかみながら笑うだけで口をきいては

くれなかった.もっとも継木という意味のフランス

語もサンゴ語も知ら狂い私の質問がこの控えめの婦人

に通じるわけがない.

この継木のほかに私の目を楽しま世でくれたものカミ

もう]つあった.それはバンギを出発して以来これ

までの2,488kmの旅行中一度も見ることのなかった

岩山である.高さ50mばかりの結晶片岩の断崖の下に

萱葺きの家カミぽつんと建っている(第3図).岩陰の所

々に灌木がしがみつき家のまわりに茂るマンゴの巨木

の葉の隙間からブｰゲンビリアの真紅の花がのぞいて

いる.若い頃?南画に手を出したことのある私はい

つの間にかその風景の中に一筋の滝と清流とをあし

らっていた.

はじめて見る岩山の美くしくそしてきぴしいとさ

え思えるそのたたずまいを殺すのを恐れて私は遂に

その岩に向ってノ･ンマｰを振え荏かった.

11時にムブレを出発する.東側に打続く高く除しい

岩山と西側に広がる密林との境を縫う道は悪く車窓か

らはみ出した右腕は強烈な光にさらされて焼けるよ

うに暑い.

まるで石のように固くたったパンと水の昼食をとった

のはムブレの北方75たmに位置する検問所横の木陰で

あった.赤と白に塗り分けられたバｰが道を遮ってい

るこの検問所はこんな奥地だけに必要たさそうだが

恐らくこれから先が野生動物の密集地帯なので密猟

者の取締りと動物を監視するために設けられているのだ

ろう.検間所の裏手に同じ形の白ペンキ塗りの小さ'

な家が4軒建っている.これまでに見なれている部

落の家とはいささか形が異存り窓も玄関も幾分垢抜け

しているところをみるとこの検問所のお役人の官舎に

ちがいない.一番近いムブレから遠く離れている上に

店もないここでの生活はいろんな意味でさぞかし大

変たことだろう.しかし検問所のお役人も家族も

至って陽気である.

検問所を出発してわずか3弦mの地点で私が乗って

いた車がクラッチの故障で立往生した(第4図).

後続車の到着を待つで早速修理にとりかかったがこ

の修理がいつ終るやら見当もつかない.何しろはれ

ものにさわるようにしてだましだまし使っているおん

ぼろ車である.灌木カミつくる一つまみの陽陰に入って

枯葉に腰を下したとたんに無数の小蝿にたかられた.

蝿にはすっかり馴れてはいるつもりだカミ突然にまつわ

りつかれると無性に腹がたつ.黄緑色の広く美くし

い葉をつけた木枝を燃やして蝿を追払うことにした.

赤道アフリカのしかも一番暑い時刻に焚火をするとは正

気の沙汰とも思え校いカミ防虫クリｰムをいくら塗って

も皮膚がひりひりするだけでさっぱり役に立たない

ので虫除けにはこれが一番だ.1時間半を費やして

修理は終った.

密林がサバンナに変りノミミンギ川を渡って暑さも

ようやくしのぎやすくなった頃平坦な道を突走ってい

た車カミ突然身を左右に激しくゆすりはじめた.一停

車して調べてみると左後車輸のボルトカミ3本抜け落ちて

いた.

クランペルから292km北に当るこの付近にはアラブ

系の人が多いのかみかける人たちの7割ぐらいはア

ラブ特有の衣服を着ている.身体つきも幾分大柄で

第2関ムブレでの綿の集荷

第3図ムブレの背後に迫る究カ;■ブリア時代の結晶片岩の崖と民家�
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赤銅色の肌にするどい眼つきの彫の深い顔はアブラその

ものである.はじめて見る日本人に興味を抱いてか

通りがかりの人が次々に足を停めた.私ははじ

めて違った彼らに親近感を覚えてスｰダン系にちがい

ない一人の老人にアラビア語で話しかけてみた.

｢アッサラｰムアレイクムイザイヤツク(今日はお元気で

すか｣

｢カムオムラック(お幾つですか)?｣

｢イスマツクエイヒ(お名前は)?｣

｢フェインベイタック(お家はどちらですか)?｣

いろいろと質問してみたカミその老人は何一つ谷へ

ようとはしなかった.ベドウィン和らば自分のテント

の所在地を絶対に教えないこともあるがこの老人のよ

うに部落に定住しているアラブ系の人はかなり雄弁校

はずである.私は｢この老人はアラビア語を話せな

いのではないか｣とふと思って今度はサンゴで語

で話しかけてみた.

｢バラオモウイイキンショニイ(今日はお元気ですか)

?｣

｢バラオミンギメルスイ｣

｢マラテイモウアエキイイエン(貴方は何族ですか)

｢……｣

｢モウイイキテネヤンガテイアラビイナアング

レ(アラビア語や英語を話せますか)?｣

｢ノン｣

｢ムベニイソウキイアヤンガアングレ(英語のでき

る人がここに居ますか)?｣

老人に問いかける私を興味深げに見ていた一人の若者

が瞳を輝やかせながら身を乗り出して｢ムビイエ

キテネニイケテケテ(私は少し話せます)｣と老

第4図バミンギ南方の国道8号線で故障した調査用車この付近は大

型動物の密集地帯である

人に代って答えた.しかしこの若者は私と同じよ

うに語学の才能が乏しいのかあるいはあまりにも才

能がありすぎるのか難かしい言葉を並べたてた.彼

の口から飛び出す英語?のうち私には｢Howareyou｣

｢ISmOしe｣｢ICangO｣だけは辛うじて分ったが｢カ

ムエノレ｣｢イツテスプレス｣がどうもよく分らない.

もっとも前の三つにしても即座に分ったわけではな

くその都度｢モウイイキンジョニイ?｣｢モウ

イエテンヨウマンガ｣｢モウイエタンボラ

ビッグウエイナコドロ(貴方は村へ帰るの)?｣と

その意味を確かめた上で分った次第である.しばら

くして｢カムェノレ｣｢イツテスプレス｣の意味がど

うやら分りかけその若者に｢ガスイナンドソウ｣

｢パラドウ｣と云ってみた.そしてその若者は俺の

英語も満更じゃ狂いといった顔付でにっこり笑った

｢カムェノレ｣は｢Comehere｣｢パラドウ｣というサ

ンゴ語は｢どうぞ｣という意味だから｢イツテスプレ

ス｣のプレスは｢P1ease｣でイツテズは｢Itis｣らし

い.まったく変な言葉だがこうした言葉を聞きそ

してそれを判じてみるのも一つの勉強である.

立去ろうともしない老人に向って試みにイスラｰ

ム教徒がお祈りの時に必らず口にする言葉を云ってみた.

｢アッラｰアクバルラｰインライラハインラ

アッラｰムハンマドラｰソｰラアッラｰ(神は

唯一無二ムハンマドは神の使者なり)｣と唱える私の

声を聞いてけげんそうな顔をしていた老人がにっこ

りと笑った.やっぱりアラビア語は通じた.しかし

この老人カミ知っているアラビア語はこれではじまるお

祈りの言葉とゴラｰンだけであろう.

5時45分真紋の太陽はバミンギ･バンゴランの森に

沈みはじめた.そして刻一刻と美くしく色を変える

大空の下に夜が急速に迫ってきた.右手に続く台地

左手にはチャドヘ続く大サバンナが広がる北辺の町ンデ

レを目ざして2台の調査用車はまるで物の怪につかれ

たように走り続けた｡午後6時間に開きされよらと

するンデレに無事到着した.ボッサンゴアを出発して

以来はじめてみる電燈の光カミやけにまぶしい.

県知事のナトアベル氏とはクランヘノレの郡役所で

一度逢っているので既に顔炊じみである.前県知事

のピエｰル段と代ったばかりのアヘノレ氏は40才前後だ

カミ落着いた態度と話しぶりにはやはりこの地位につ

く人らしい何かがうかがわれる.

中生層の台地を背後に控え雄大なサバンナを見下ろ

す小高い丘の頂に建っている県知事邸はンデレでは最�
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上の場所にある.広いベランダを吹き抜ける冷んやり

としたさわやかな風合にもこぼれ落ちてきそう恋大粒

の無数の星ふんわりとしたソファに腰をおろしたとた

んに全身からカが抜けてゆくようなだるさを感じた.

久しぶりに見た電燈も町の中心のごく一部だけにしか

打ってい恋かった.町のたたずまいは分らない.点

々と燃える焚火を見たがら町中を走り橋を渡って宿

舎に着いた.この宿舎はどうやら町はずれともいえそ

うた場所にあるらしく期待していた電燈はたかった.

真暗な宿舎の片隅で異様な臭のする水で汗を流し夕

食の招待を受けて県知事邸へ向ったものの先客の姿を

見て少々驚いた.知事をはじめ招待客の軍楽隊の指揮

官.陸軍中尉殿商工会議所のお偉方そのほか数名の

来客の皆カミきちんとした服装をしているのに当方の身

なりはまったくみじめだ.洗いたてではあるが折目の

恋い作業ズボンに色もののオｰプンシャツ.それにゴム

ゾｰリといういでたちは.とても主賓たる者の服装とは

縁遠いものである.しかしこの調査旅行に出発する

前には旅先でこういうことかあろうとは予想もしなかっ

たのでこのみじめな姿も止むを得ない.だカミ下着

を含めて身に着けている物すべてが洗濯したてであると

いうことで私は別にひけめを感じなかった.この場

合は単なる旅行者では在いということで勘弁しても

らうほかはない.

ビｰノレウイスキｰワインジュｰスなどと一緒に

手造りのビスケットが運ばれて食事前の酒宴がにぎや

かにはじまった.話上手で聞上手なこの国の人たちの

大仰溶ゼスチャｰたっぷりの語らいは実に愉快でにぎや

かである.

グラス1杯のビｰルで金時の火事見舞のようになった

私の顔を見て知事も多くの来客も腹をかかえ涙を

流して笑いこけた.､恐らく酒に飲まれ牟私の顔カ干

この人たちにとって最高のアビタイザｰに在りたととは

間違いない.それにしても酒をいくら飲んでも顔に

出ないこの人たちは私などにくらべて大ぶ得である

ことは確かだ.

下痢カ茎完全には治りきっていない腹にはカが狂いし

痔の痛みも治まってはい即)･後の苦痛を思うと食

べることを大幅に控えたいのだ添大いに飲み大いに

食うそして大いに譲ることがホストに対する客と←

ての礼儀らしいのでなるべく食べるよ'うにした.ス

パゲティと卵のグラタン風の料理携肉を主としたパイ

骨付きのマトンビｰフステｰキ鶏の唐揚焼飯白

飯マニオクミックスサラタデザｰトはナツメヤシ

にオレンジマンゴパパイヤバナナである.久し

ぶりに食べる実に美味しい家庭料理に夜の更けるのを忘

れかげてはいたが強烈な下痢で弱っていた内臓は暑

い最中の長旅の疲れもあってかやはりこれらの御馳

走を満足に受付けてはくれ荏かった.

少しづつ腹具合がおかしくなってき存.そして冷

んやりとした夜風になぶられて気持が良いはずの身体は

次第に熱気をおび額には油汗が吹き出てきた.旅の

途中もここへ来てからも我慢してきたがとうとう

その限界カミきたらしい.しきりに引留めてくれる県知

事と来客に厚く礼を述べ仕事が残っていることを口実

に宿舎へ車をとばした.そして宿舎へ着いたとた

んにトイレヘ馳け込んだ.広さ3.3m2ぐらいのトイ

レはもちろん真暗である.すぐ近くでガサツガサ

ツと音がする.ポケットライトの弱々しい光の中に

無数のゴキブリとトカゲが浮んだ.害する生物ではた

いがあまり気持の良いものではない.腹の中はどう

やら空っぽになったらしい.これでしばらくは大丈夫

だが痔の痛みにはまた泣かされた.

真暗な宿舎の軒先に置いてある食糧箱に腰を下ろして

ポケットライトの灯を頼りに一目のメモを書きはじめ

たが二重三重に見える字がまともな形に書けているか

どうかは分らない.私の目はツエツエ蝿に血を吸わ

れて三目目の夜から突然乱視状態になっていた.

ンデレにて

シデ｡レ地区については花商岩とこれを不整合にお

おう中生層および第三紀層の基底部について放射能強

度測定を行なうことにしていた.チャド共和国へ続く

雄大なサバンナ地帯はジｰプで走りまわれるものと予

想していたが完全に当がはずれ南部地帯のサバンナ

と同様に灌木林と呼ぶ方がむしろふさわしいよう板状

況であった(第5図).国道以外に自動車が通れる遭は'

なくこの地区での調査は結局足を頼りということ

になった,

ンデレの東方約18長mの位置にムボいアセトラン

ガという部落があ.る.海抜およそ㈹畑の禽地上にあ

るこの部落は､比較的に風通しがよく避暑地のような

感じのする部落である.しかしだからといって別

に感激するほど涼しいわけではなく陽射しはやはり強

い.･相変らずココアとパンとの朝食を終えてムボロ

･ナヒトランガベ向う.宿舎横の石ころだらけの坂道

を登ると5分ぐらいで中生層の台地に出る.ここ

からムボ1コ･アビトランガまでの道はかなり売れては�
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いるが真平である.

部落の入口付近に車を停めて東の方へ向って歩いて

みる.この付近は中生層の最上部付近に当り砂岩を

主とする中生層はほとんど水平の構造をもって広がって

いる.ここから丘の斜面を東へ下ってチャド盆地の

東端部までおよそ10km歩けば中生層の基底部と花闇

岩とうまくいけばチャド層群の基底部がみられるはずで

ある.ラテライト化作用をほとんどうけていない崖を

見る度に放射能強度を測定してみるが一向に変りばえ

せず車から降りた場所で測定した数値と同じく2～

4μR/Hにすぎない.幅50cmばかりの山道を下って行

く途中酒を造っている現場を見つけた(第6図).し

かし人影はたく作業は中止されているらしい.山

道から少し入った灌木林の中に酒を造る現場があること

から察するとどうやらこれも密造の現場がもしれな

い.遣は次第に急になりせせらぎの流れが幾分ゆる

やかになってきた.砂岩の大きな転石が道を遮ってい

る.そして間もなく花嵩岩の露出が目につくように

たってきた.しかし中生層の基底部を見つけること

はできない.ところが中粒花闇岩の一部で50μR/H

の弱異常カミみつかった.数字の上では大したことはな

いカミ少なくとも自然強度の10倍である.

これほど高い放射能強度を示す花闇岩が見つかろうと

は予想もしていなかったのでいささか驚ろきもし喜こび

もしそして花庸岩をおおう中生層と第三紀チャド層

灘の基底部で高放射能異常を発見する期待をひそかに

抱いた.しかし中生層の基底付近と思われる部分の

砂岩と礫岩との層互中に15μR/H程度の微弱異常らし

きものが見つかっただけだ.花開岩地帯に入ってしま

うと後はチャド層群の基底部に期待するしかない.だ

カミ1/50万地質図幅を頼りにその境界を知るにはあま

りにも植生が多すぎる.地形を頼りにチャド層灘の分

布区域を推定しいささか空しい気持でやわらかな土

砂を掘ってみることにした.地形は真平である.同

行の人夫がジャングル刀で必死に掘りはじめた.

40cmばかりの深さに掘った時一応放射能強度を測

定してみた.その測定値は思ったより高く30μR/H

を示した.しかし私たちには探掘りをする道具も

なければそれをンデレで調達することも難かしいので

この地点に力を集中することはできない.ンデレ付近

では期待していた地区の一部ではあるが今はこの正

体を突止める手だてはないわけである.

未練カミないと元へば嘘になるが花開岩までは少なく

とも10岬はあるこの堆積物を掘り下げることカミきわめて

困難な今は｡いさぎよく諦めることだ.

異常にむし暑い谷間の強烈な草いきれにむせながら

今朝来た道とは谷を隔てたもう一つの山道を帰ることに

した.小川を渡って間もたく人声が聞こえてきた.

にぎやかなその声につられて藪をくぐり抜けてみると

10人ばかりの村人がジャングノレ刀を片手に灌木を切り倒

している(第7図).どうやら畠を広げているらしい.

そして私たちの姿を見かけると一勢に手を休めて

集まってきた.一通り握手してすぐその場を立去るっ

もりでいたのだが遠来の客に対する彼等の心づかいは

そうしたわがままを許してはくれなかった.小さな木

陰に草を敷きつめただけの休息の場には大きな鉄鍋と水

汲み用のヒョウタンカミおいてある.その鍋の中味は

見なくても分っている.彼等カミ好んで飲む酒の一種で

キビを原料にしたドブロクである.しさりにすすめて

第5図バミンギ付近のサバンナと密林の境界付近トラックは綿の集

･荷用

第6図マニオクを原料とする酒(アリゲ)の製造風最右側の素焼の

釜に粉のマニオクと水を入れて下から熱しアルコｰル蒸気を

パイプで引いて左側の素焼の器で冷却しアリゲを左端のパ

イプから瓶に受ける�



一49一

くれる彼らの好意を無にするのも悪くほんの一口飲ん

で礼を云った.しかし彼らはけげんそうな顔で私

を見てはひそひそと話しはじめた.

話の内容はもちろん分ら扱いが恐らく私がほんの

一口しか酒は飲まなかったことカミ話題になったのだろう.

彼等にしてみれば切角差出した酒を飲んでもらえない

ということはまったく予想もしなかったことだろう.

大体酒を飲めない人間がこの世に居るとは彼らには

とても考えられ狂いことにちがいない.同行の人夫が

パトロンは酒を飲めないと云っているようなので私は

すかさずその後で｢ムビテンヨウソゴウ(私は水

を飲みたいんだ)｣と云った.この話はうまくつなが

ったらしく農夫たちはニコニコ顔で私のサンゴ語

をほめながら水を出してくれた.

農夫たちを先生にサンゴ語の練習をしている間に人

夫の一人が大きなバナナの房を担いできた(第8図).

農夫に頼んで売ってもらったらしい.これで4目はか

り家に置くと最高の味になるということだ.それにし

てもこの1房が100フラン(約130円)とは安い.

後で数えてみたらこの1房のバナナは120本であった.

サバンナ地帯や密林の申を歩くのは本当に疲れる.

立派枝道でもあれば気分も幾分良かろうというものだが

道らしい道のない所では尚更だ.

大した登りでもなくまたせいぜい12kmぐらいし

か歩いていないのに私の足どりは異常なまでに重かっ

た.日本でならばたとへ山道ではあっても大した

登りがなけれぱ一目に20k皿や30kmは大した苦痛を

感じ泣くても歩けるのにまったくどうしたことだろう.

その理由はよく分らないカミ獣や毒蛇や毒をもつ虫に

対する警戒心による緊張の連続とむし暑さそして恐ら

く野菜の欠乏による栄養面のアンバランスなどカミその

原因に狂っているような気がする.

途中で一休みし喘ぎながら登りつめた台地の木陰に

は涼風力沁地よく吹き渡っていた.12時20分マンゴ

の木陰で待つ車に辿り着いたとたんに私は乾ききっ

た土の上に寝ころんでしまった.

生ぬるいエビアンが喉をくすぐって胃袋にしみこんで

ゆく.思いきり吐き出した煙草の煙が瞬時に消えた.

強い光の中を痩せこけた老婆カミ歩いて来る.右手に

大きな布袋を提げ左手を添えている頭上の大きな器に

はバナナとマンゴがこぼれ落ちんばかりに入っている.

｢ママチイムビテンヨウソゴウ(母さん水を飲んだ

ら)｣

｢メルスイムッシユウムビタンボラビッグウエイナ

ンデレ(有難う私しやンデレヘ行んだよ)｣

この国の人たちは歩くことを億劫カミら恋い.もっと

も自家用車もなければ定期バスも走っていない田舎で

は歩くことを嫌っていたら生きてゆけないわけだから

誰もカミどんな所へでも歩いて行くわけだ.この老婆も

重い荷物を頭上に載せてンデレまで18k㎜を歩きそし

てそれを売った代金で買物をしてまた18k㎜の遼を

歩いて帰るに違いない.往復36忘皿の道程は私たちに

は遠い遠い道程だがこの国では決して遠い道程ではな

い.ングイヤのキャンプを引揚げる折部落の男がク

ランペルまで自動車に乗せてくれと頼んだことがあった.

クランヘノレヘ何の用事で行くのか聞いてみたら塩を買

いに行くということだった.片道62kmわれわれの

自動車がなければこの男は当然歩くわけだ.日本の

山岳地帯に挑む足に自信のある地質家でもこの真似は

第7図ムボロ･アビトランガ西方の谷で開拓する漢民伐採用の刃物はジャ

ングル刀だけである

第8図人未が農夫から買っ花バナナ値段ば100フランたった�
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とてもできないだろう.しかも'クランペルからの帰

りは塩や子供への土産を担ぎ槍や弓矢を手にしての

62kmである.

私たちはこの老婆を車に乗せてンデレヘ帰ること

にした.老婆は頭上の荷物を降ろして1､房のバナ

ナを私たちに差出した.それは老婆の私たちに対す

る感謝のあらわれではあるが何とたく受取り難い.

何といっても大事な商品であり枯れ果てたようなその

手に握られたバナナはまだ青かった.

けだるい午後の一時人夫の一人が真黒の羊を連れ

てきた.羊という動物は実に温厚な性質の持主だが

所詮人間の餌食となる運命の持主でもある.この羊

も宿舎に連れて来られてからおよそ1時間後には喉

を裂かれて死んでしまった.程良く伸びたマンゴの枝

に逆さに吊された羊を見ているうちに一入哀れさを感

じはしたカミそうした感傷にふける時間は短かかった

(第9図).故障カミちの車に手を焼いているこの頃では

獲物を追って遠出をすることもできない.この国の人

たちはこうした動物を料理するこ｡とが余程上手だとみえ

てたった今まで生きていた羊が完全に肉と号とに仕分

けされるまでには30分とはかからなかった.

陽が沈み宿舎にはランプが灯り金星の美くしい輝

やぎの下では生暖かい風が吹きはじめた.夕食の仕

度を終えたジユル爺さんは庭先に持出したテｰプノレに一

食器を並べはじめた.ジユル爺さんの云いつけ通り

助手のパスカルが｡料理を運んできた.インスタント

のポタｰジュスｰプ缶詰の千切り大根それに羊のモ

ッの煮たものと白飯で生野菜はない.結構太ってい

た羊だったので今夜は美味いステｰキか焼肉の御馳走

に違いないと期待していたカミその期待は完全に裏切ら

第9図ンデレの宿舎の庭で羊を料理する人夫とロック(右側の半ズボ

ンの人物)写真中央後方は竹林中央右の大木の横に見える

のは調理用台とガスレンジ

れた.

何故に肉料理を出さないのかそれとなく尋ねてみると

この国では偉い人にモッを出すのが最大の礼儀だとい

う答が返ってきた.まったくつまらない礼儀だとは思

うけれどもこれは仕方のないことだ.その理由は分

らないがもしかしたらモッの方カミ肉よりも少ないと

かあるいは栄養カミあるとかいうことかもしれない.

かつてサウジ･アラビアで生活していた時ファイサル

王の弟君であるナｰセノレ皇太子に典型的たアラビア料

理である羊の丸蒸焼を御馳走になったことカ茎ある.'そ

の時私はこの料理のゲストコｰナｰカミ目玉と脳味口曾で

あると聞かされて魂消もしそして吐気さえ覚えた.

いくらうまく料理しであるとはいっても目玉を食べる

勇気はない.だが斧で頭骸骨を叩き割って取出した

脳味噴だけは仕方なく食べてみた.幾分黄色味をお

びたヒダの多い脳味噌の味覚は魚の白子とまったく同じ

であった.とくに美味くもなげれぱ不味くもないこの

脳味嗜が何故にゲストコｰナｰでありまた珍重され

るのかよく分らたいカミもしかしたらやはり量的に

もっとも少ないものほど珍重されるということかもしれ

ない.

異常地を求めて走り廻りそして歩き回ってはみた

ものの心身共に疲れるだけで期待に応えてくれるも

のは何一つ見つからなかった.神経は日増しに昂ぶり

考えこむ時間が次第に長くなった或る目1台の調査用

車が故障で完全に動かなくなってしまった.怖れ

ていたことがとうとうやってきた.この調査旅行に出

発して3日後にこの目の来ることを予想して自動車

部品の送付依頼電報をバタンカフオからもクランペ

ルからもそしてンデレからもバンギの鉱山地質局と

水森林鉱山省へうったのに依頼した部品が送られてく

るどころか何の連絡もなかった.残る1台の車に頼

って放射能異常地発見に懸命の努力をしてみるものの

成果は挙'らずそして3月2目ガソリンさえ底をつい

た.

3月省目午前遜時アントアンが運転する調査用車

はアナトｰルとジャン･クロｰドを乗せてガソツンを

購入するプψに1クラ.ンペルヘ向って出発した.往表

680km一一`400並のガソリンを購入するために消費しなけ.

ればならないガソリンの量はおよそ130並である.

怖ろしいほどに光る無数の大枠の星の下は完全に静

の世界であると思えるのだが象をはじめほとんどの

猛獣は夜行性である,その上ンデレから夜明を迎え�
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るバミンギ南方の地点まではこの国でも屈指の猛獣地

帯であるバミンギ･バンゴランの密林とサバンナが続く

何がしかあ小使銭を与えて見送った車はすさまじいば

かりのエンジンの音を残して暗闇の中に消えた.再

び静まり返った椿舎の片隅で3人の身を案じなカミら

とうとう夜明けを迎えた.

午前7時県知事専用のランド･ロｰバｰが来た.

調査用車のない私たちの窮状を見かねて貸して下さっ

た車である.夕食に招待された折県知事からンデ

レの約100良m南方にあるマゴウンダ部落付近に鉄鉱床

があると聞き磁鉄鉱の良質の試料をみせてもらった私

たちは着任後間もない県知事の開発に対する熱意と私

たちに対する御厚意に報いるため今日その現場へ行

くことにした.

紺碧の空と雄大たサバンナとの間を突走る時の気持は

実に壮快である･だカミマゴウンダ部落に着いて鉄

鉱床の所在地を聞いたとたんに気が滅入ってしまった.

私たちが見せられた試料を採取したというこの部落の

男の話では鉄鉱床はこの部落から50km東方の山の頂

上付近にあるということだ.この国のためにも自分た

ちのためにも現場へ行って見たいとは思うけれどもど

う考えてもそれは無理である.部落の男たちは片

道に1回あれば十分だし往復4目もあればゆっくり見

て帰って来られるというが炊事道具や寝具を担いで行

くとなるととても1日で行き着ける距離ではない.

大した坂もない山道を20たmばかり歩いてさえ異常たほ

どに疲れるのに直線距離で50良mしかも部落を離

れて間もなく遣がなく匁るというその山の頂上に辿り着

くのは並大抵の苦労では狂い.順調に行っても往復

6目下手をすると10目ぐらいはかかりそうだ.後の

同程を考えるとその現場へ行って調査をすることはま

ず無理である.部落の男たちは明朝6時に出発すれ

ば明るいうちに現場に着くから行こうとしきりにす

すめてくれた.試料と鉱床付近の地質から判断する&

それは明ら)かに花開岩申の岩漿分化鉱床に切ミい扱い｡

この国ではこの種の鉱床に関してははとんど如ちれ

ていないし濠た記載もないので是非行って塊たい

と日程をいろいろと考えてみたが締局時間的に無

理であるという結論に達し計画の実行を断念した出

マゴウンダからバミンギまではおよそ31隻m子ある.

私たちはまだバミンギ部長に挨拶していないのでバ

ミンギヘ行くことにした.その途中所々にラテヴ

イト化した花闇岩が露出していた.そうした露出を見

つける度に車から降りて放射能強度を測定してみる

が20μR/H前後でまったく変りぱえし在い.しかし

私はそうした折珍らしいものを見た.一級国道の

ど真ん中にも道から少し入った灌木林の中にも象の

糞が点々と見える.恐らく夜中にバナナ畠を荒し

に来たにちがいない.それを見た瞬間森の中へ入っ

て行くのが急に怖くなりはしたが反面象に対して可

愛いさを感じるとともにこの国の自然の豊かさと大ら

かさのようなものを感じた.

バミンギの町はバミンギ川を見下ろす高台に建つ部長

宅からはじまる(第10図).大して大き校町ではないが

東側に広がるサバンナと西側のバミンギ･バンゴランの

森との間に位置する実にのどかた町である.町の南

端にある郡役所を訪ずれてみたがこの役所にも自宅に

も部長の姿は見当らなかった.

切角来たのにといささかがっかりしまた腹立たし

さを感じないではなかったカミ部長の留守は私たちに

とって久しぶりの幸運であった.というのは一休

みした後バミンギ川の南岸に見える段丘堆積物の放射

能を測定していた折異常地が見つかったのである(第

11図).

この付近にはンデレから南西方へ延びる変動時花尉

岩とこれをおおって広く分布する段丘堆積物とがあり

バミンギ川の両岸には所々に段丘堆積物が高さ2～3

mの崖をなして露出している.放射能異常はバミン

ギ橋の下流100m付近の南岸で発見され最高150μR/H

を示した･自然強度のおよそ30倍である.この放射

能異常は測定値だけを見ると大したものではないが

段丘堆積物中に見出されたという点で重要な意義をもつ.

この国では従来河床堆積物中にモナザイトやジノレコ

ンのような放射性鉱物が方々で発見されてはいるがそ

れらが段丘堆積物中で発見された例はほとんどなくま

たこれほど高い放射能異常も知られてはいない.私

たちばンデレ付近での空しさを忘れて心ゆくまで喜

こびにひたった.

同行の人夫に最高異常点付近のトレンチングをさせて

再たび放射能強度を測定した後1目の仕事を終えた

午後3時30分ジユル爺さんが待ちくたびれている宿舎

へ帰った.相も変らぬ昼食ではあるが今日は珍らし

く食欲旺盛である.

自動車の都合で2日間をンデレ周辺の調査に費やし､た

翌日私たちは再たびバミンギの異常地へ向一〕た.バ

ミンギ･バンゴランの森の中を走る車に驚いて猪や鹿

やアンテロｰプが素早く逃げ猿の群は巨木の天へんに

姿を消した.早朝の森の中は中々にぎやかである.�
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バミンギに到着してすぐ部長のムハイコ氏に挨拶し

人夫はトレンチングにそして私たちはバミンギ川に沿

って調査をはじめた.バミンギ橋から下流の段丘堆積

物は総体的に弱異常を示し所々で自然強度の10～

20倍の異常を示す.サバンナを過ぎると道は絶え巨

木と蔓だけがバミンギ川に沿って廻廊状に茂っている.

バミンギ橋の下流1.3kmの地点で段丘堆積物の放射

能強度は自然強度と同じく4～5μR/Hに下ったが河床

堆積物は120μR/Hを示した.人夫と2人で厚く堆積

した砂利を掘り下げてゆくと放射能強度は次第に高く

なってゆく.しかし手で掘るのは60cmぐらいが限

度である.

部長宅で冷たいビｰノレと水そして鶏の丸焼を御馳

走になり午後はバミンギ橋の上流を調査した.し

かし段丘堆積物も河床堆積物も放射能異常を示して

はくれなかった.

川岸に河馬やアンテロｰプの足跡が無数にある.恐

らくバミンギ･バンゴランの森から闇に乗じて水を

飲みに来るのであろう.河馬という動物は図体だけ

が大きいだけでまったく阿呆で憶病なものと思ってい

たが時折川岸で遊ぶ人を襲って殺すこともあるとい

う.やはり野性はむき出しにたると恐ろしい.

バミンギの橋から2良m上流の一部に沼カミある.無気

味なまでの静寂の中に水面は波立たず枯ち果てた巨

木と倒木そしてその水面に落ちる影は無気咲であり死

の世界を想わせる何かカミあるが暗い水面に浮ぶ大輪の

水蓮に似た純白の花はこの沼が生きていることをそ

れとなく物語っていた(第1213図).

いささか疲れてバミンギヘ引返しトレンチでの放射

能測定とスケッチをした.高さ4mばかりのこの崖は

水面付近から地表下20･m付近までやはり40～150

μR/Hの放射能異常を示した.この異常はさらに

南方へ向っても西方へ向っても続くにちがい扱い.し

かし今の私たちにはそれを確かめる手だてはない.

ンデレからバンギヘ向う定期バスが来た.そして

そのバスにはバンギヘ部品を取りに行くジャン･クロ

ｰドが乗っていた.ンデレからバンギまで往復1,350

kmのノデスの旅に出るシヤン･クロｰドの苦労は並大抵

ではなかろう.バンギに着いても部品がすぐに手に入

るかどうかは分らないし買物その他でのんびりする

暇はないにちがいたい.順調にゆけぱ12日の夕方には

ンデレに帰って来るはずである.バスの出発時刻がき

た.私たちのこれからの調査旅行が予定通りにゆくか

どうかはジャン･クロｰドが必要な部I品を持って

12目の夜に帰って来られるかどうかにかかっている.

途中の小使銭として1,500フランを渡してジャン･

クロｰドの無事と予定通りの帰着を祈ってバスを見送

った.

ガソリンの購入が不可能たンデレで県知事の車を使

用させてもらうには県知事の車の使用予定もあって

限度がある.仕事のことこれから先の旅行のことを

考えているうちに夜中の2時3時まで寝つけぬ夜カ茎

続き強烈な下痢で痩せていた私の身体は目を追うに

つれて一層細っていった.

ほころびはしないかとさえ思っていた作業ズボンはだ

ぶつきぴっちりしていた時計のバンドと手首との間に

は2本の指が入って枝お余るほどの隙間ができた.

バミンギで発見した放射能異常地の調査もガソリンの

欠乏と車の都合がどうしてもつかないために1ヵ所で

第10図バミンギ部長宅手前のケｰブルは雨期にバミンギ川が増水

して橘(中央左)が水没するのでフェリｰボｰトを動かすた

均のもの

第11図バミンギの放射能異常地付近放射能異常は左側の立木の向う

側で発見されたこの川では長さ60c㎜ぐらいのスズキに似た

魚が簡単に釣れる�
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トレンチを掘っただけで断念せざるをえ桂く狂った.

クランヘノレヘガソリンを買いに行った車が夜更けに

帰ってきた.ガソリンは予定通りに手に入ったらしい

がそのほかに車の中にはマニオクが50籠入ってい

た.ふだんはマニオクの粉を使っているので調理し

たマニオクをこんなに大量に買ってくるとは不思議だ.

だがその理由はすぐに分った.彼等はこのマニ

オクを自分たちカミ食べるためにでは在く売るために

買ってきたのだ.そして翌朝早く50籠のマニオク

は宿舎横の道傍に並べられ2目目の午後には全部

売切れた(第14図).彼等は最後の1籠を売り終って

小踊りして喜こんだ.仕入れ価格が1籠65円それを

130円で売ったのだから彼等カミ喜こぶのは当り前だ.

クランヘノレとンデレとでは主食の価格がこれほど変る

とは思いもよらなかった.彼等の商才は責められるべ

きかもしれない.しかし日本製の100円の歯刷子が

ンデレで65円で売られているのはどういうわけだろう.

残る1台の車も遂に動かなくなった.起動力をまっ

たく失なった私たちは足でかせげる範囲の調査を行な

うほかに方法力沈くンデレ周辺を歩くことにした.

ココア1杯とバン1片の朝食を終えて崖をよじ登り

谷を越え露出を求めてサバンナをとぼとぼと歩く.

足は次第に重くなってか細い草にさえ足をとられそうに

たり息は切れて口をきくのも億劫に在る.ンデレ

背後の台地から見下ろすと花開岩と中生層とチャド層

群の分布が地形的に容易に区別できるのにその場に行

ってみると花崩岩とチャド層灘との境界はまったく分

らない(第15図).県知事邸での夕食後の一時｢放

射能異常が見つかったらこの邸の下を掘るかもしれ狂

い｣と県知事に言った折県知事は｢是非そうして

下さい｣と快活に笑われた｡これは至極ありふれた

冗談に思えるが着任早々の県知事にしてみれば本心

がもしれ狂い.しかしこの邸の下を掘る目はやって

はこなかった.

サバンナを歩き疲れ果てた足をひきずりながら宿

舎へ向った.=･ンデレの町の近くに墓がある｡そし

てその墓場には自ペンキを塗った石造!)やコンクリ

ｰト造りの墓と土盛りをしただけの墓とがあった(第

16図).キリスト教徒の墓とイスラｰム教徒の墓である.

町の中心地にある市場は相変らず賑わい綿工場では

半裸の男たちが元気に働いている(第1718図).市場

の中を歩いてみた.そして不思議なことに気が付い

た.それは野菜を売っている店カ液いということで

ある.野菜の栽培が行なわれていないわけはないのだ

カミ恐らくそれは自家用で市場に出すほどの収獲が

ないのであろう.そういえばンデレヘ来てから今日

までに手に入れた野菜といえばピンポン玉ぐらいの大

きさのジャガ芋が40個ぐらいだけである.

たそがれの古戦場

11目以後はまったく調査不可能になった.歩ける範

囲は歩きつくしこれ以上は自動車なしではどうしよう

も狂い.足をもがれて動きカミとれず来る目も来る目

も宿舎の庭の片隅で考えこんでいる自分の姿は通り

がかりに視線を投げて行く人たちの目にどのように映

っただろうか.はじめの頃は道路に向って木陰の椅子

に腰をおろしていた私は12目の朝からは道路に背を

向けていた.そして夜カミこなければいい夜カ湖け

溶ければ少しは救われると無駄放こととは知りつつ祈

り恋カミら気持のいらだちと戦う自分が哀れでさえあった.

第12図バミンギ川.上流の沼と倒木

第13図バミンギ川上流の沼に咲く大輪の花無気咲なまでの沼の静けさの中に純白の

肌を借し気もなく見せて一きわ美しく咲いていた�
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策14図宿舎横の道路で同行の連中が売ったマニオク1籠ユ30円だカミ

仕入れ価格は65円輸送費は無料税金もかからない.

12目の夜遅くとも7時頃には着くはずのバンギからの

バスは10時を過ぎても着かなかった.今日はもうバ

スは来放いと諦めてベッドに横たわってはみたものの

｢事故が起ったのでは放かろうかジャン･クロｰドは

無事だろうか｣と悪夢をみる心地で考えこむうちに寝

つけなくなりソｰツとドアを開けて庭≡へ出てみた.

いつもは恐ろしいほどに美くしい光を投げかけている

星はか細くなま暖かい風か強く吹きつけている.真

暗闇の午前2時道具箱に腰を下ろして砂粒を含んだ

強風になぶられながら1時間ばかり待ってはみたが

遂に車の音は聞こえ衣かった.

13日午前7時ジャン･クロｰドは自動車の部品と

手紙とを持って元気に帰って来た.バンギ出発が遅

れたためにンデレ著も遅れたらしい.石ころだらけ

第15図ンデレ展望申生層台地から見下ろすンデレは県庁所在地と

はとても思えないほど静かでゆづたりとしたたたずまいを見せ

ている.右側の崖と前方左の台地は中生層の砂岩と礫岩とか

らなり台地の右側に低くうねる丘は党カンブリア時代の

変動時花嵩岩体平原のサバンナ地帯は第三系チャド層群が分

布するチャド盆地の南縁部である.

の1,350ヒmの道を貨客混載のバスで旅するだけでも大

変なのにバンギ到着後のジャン･クロｰドはまった

く休む間もなく部品の入手に走り廻ったという.私

は自分と苦労を分かち合っているこの若者のそうした

姿を想ってバンギの役所の責任者に対して少板から

ず腹を立てた.しかしジャン･クロｰドの話をよく

闘いてみると役所の責任者に対して腹を立てあるい

は不信感を抱くことは見当違いであった.これまで

何回も打った電報がバンギの役所には1通も届いて

いなかったのである.

ジャン･クロｰドが持って来た私たちへの手紙は鉱

山地質局長のバクポｰマ氏がことづけてくれたものであ

第ユ6図ンデレ近郊の墓地白ベニ峠を塗った肩やコンクリｰト造りの

墓はキリスト教徒の墓手前の土盛りをしたものはイスラｰム

教徒の墓である.

第i7図ンデレのほぼ斗1心にある市場マンゴの木に囲まれたこの市場

は大部分力暢蔭に狂っている商品の多くは果実･塩･磨幸子

･肉の煉製などで野菜はほとんどない.�
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った.･その中に私宛への手紙は日本から27通西

ドイツから1通フランスから1適エチオピアから1

通コロンビアから1通合計3!通人ってい走.そし

て日本からの手紙の中に2月17.目付の娘からの手紙

が1通混っているのを見つけたとたんに私は娘が希

望する高校の入試に合格したことを直感した.

日本を出発する前私と娘との間には入試発表の2

月17目までに私は良い成果を挙げ娘は希望校に必ず

合格するようお互に全力を尽くすという2人だけの警

が交されていた一その手紙のはじめに｢合格｣と大き

く書かれた文字を見つめているうちに例えようのない

嬉しさを感じた.ングイヤの放射能異常地を発見した

のが2月17目入試発表も2月17目そしてバンギ

を出発した私たちカミはじめて旅装を解いたボッサンゴァ

を経済視察のためにボカヅサ大統領が訪間されたの

が同じく2月17目何か因縁めいたものさえ感じられる

この2月17局は私にとって生涯忘れることの荏い1

目になりそうである.

調査ができなくなって以後黄昏れ時にたると私の

足は比高100mばかりの岩山へ向うことカミ多かった(第

19図).この岩山はかつてサルタ1■カミ部下と共にフ

ランス軍と戦った古戦場である1中生代の砂岩と礫

岩とからなるこの岩山は将に要塞を想わせる自然の

きびしいたたずまいを見せている.しかし今は当時

の激しかったであろう戦を想い起させるものはこの深く

そして不規則にえぐられた岩山以外にはなく野の花さ

えも咲いてはいない.

人影は無く槍を鳴らし岩肌を叩く風の音は無気味

だ.ねぐらへ急ぐのか時折小鳥の灘が旋風のよう

に視界を遮って行く.怒り狂っていたよう溶太陽は

オレンジ色から真紅に身を変えて今は消然と限りな

いサバンナに果ててゆく.浮雲はピンク色に縁どられ

酉の空は青白く急変した.ンデレのイスラｰム教徒た

ちは今彊かたる聖都メッカに向い大地にひれ伏し

て祈りを捧げていることだろう.太陽を憎み月を

崇める彼らにとってこの一瞬は一目の始まりである.

とくに目的があってこの岩山へ登るわけではたい.そ

の頂に坐して酉の空をし二つと見つめる自分だけの世

界いつの間にかその静寂な孤独の世界に浸りきって

自分がおかれている立場責務仕事これから先の調査

旅行について考えそしてまたこの国の未来像を過

去と現在の姿を通して想い浮べることカミ多かった..現

在の姿は過去め遺産以外の何ものでもたい.追われそ

して鞭打たれなカミら苦難の道を辿ってきたこの国は今

過去の姿からはとても想像できたいほど真の独立国と

して大きく変貌するために懸命の努力を続けている.

その努力がいつみごとに花開くかほんの一時とはいえ

若者と共に起き伏し国造りに参加させて戴けた私にと

っても重大関心事の一つである.

夜が急に追ってきた.チャド盆地を埋めつくす大サ

バンナは将に深い暗闇の中に閉ざされようとしてはい

るが既に猛獣たちの活動の場とたりむしろ目中よ

りは賜わっているのではなかろ･うか.垂直に近い岩肌

をすべるように降りて宿舎への山道を急いだ.そそ

りたつ断崖と深くせまる谷とにはさまれて辛うじて道

らしさをとどめている部分を歩く時にはさすがに足が

すくみ細い道を遮ぎる灌木の枝は鞭のようにしなっ

て類を叩く.急けば急ぐほど背後に山気カミ道るよ

う祖恐さを感じるのは小心の故だろうか.

丘の麓にささやかに開かれた畠の作物は既にさだかで

はな､く畠の南を限る小川で洗濯していた乙女の姿はた

かった.･洗濯板の代りの大木に石鹸の泡カミ残っている

ところを見ると洗濯を終えてまだ間もないのだろう.

｢バラオモウレンギテイワリモウソコラボンゴ(今

日はお嬢さん洗濯)?｣

｢バラオミンキウイムッシユウムビソコラボンゴ

(今日ははい洗濯です)｣

ドンゴウテイ争バアアイエテイペカゲｰゲラケ

(明目は雨かね)｣

｢ノン｣

これだけの会話を安したこの乙女は赤銅色の肌をは

ずかしげもなく露わにしていたカ茎例えようもない女ら

しさを身につけていた.もちろんその乙女の名も球

第18図ンデレの綿コニ場と従業員�
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も私には分らない.

宿舎にはとっくにランプカミ灯っていた.庭先に茂る

マンゴの枝の向うに金星が輝き上弦の月は優美な光を

投げている.ジユル爺さんのやかましい声に操られて

助手のパスカルが庭にしつらえたアルミ製のテｰプノレ

に夕食を運んでいる.コンソメスｰプに白飯そし

て大きな皿にはアンテロｰプのステｰキが盛られて

いる.デザｰトはバナナとオレンジの盛合わせであっ

た.夕食後の一時トランジスタｰラジオから流れる

フォｰクソングのメロディにのってジユル爺さんとパ

スカノレがダンスをはじめた.この国の人たちは天性の

音楽家でありまた踊り手であるらしくそのリズム

感は抜灘である.

自動車の部品が屈さ修理カミ順調に進んでいるので

替もほっとしたのだろう.一しきり歌いそして踊

った後者は町へ出かけて行った.

夜中の何時頃か｢パトロンパトロ;■｣と呼ぶバト

ウカｰの声で起された.こんなことは旅行に出てか

らはじめてだ.余程のことが荏ければ寝ているパトロ

ンをわざわざ起すはずがたい.聞くとジユル爺さん

が急病で重態だという.私はとび起きてジュノレ爺

さんが寝ている部屋へ行ってみた.土間に寝ている爺

さんは身体を海老のように折り曲げて額から油汗を

たらしてうなっていた.その側では同室の3人力…

心配気に見守っていた.特に変った病気で荏ければ

日頃薬になじみの少たい人たちが発病したぱあいにもっ

とも有効なのは精神的に暗示をかげてこの薬を飲め

ば絶対に治ると信じさせることである.ただし自然

のままに生きている人たちの体調はきわめて敏感なので

特効薬を用いると思わぬ事態を招くことがあるからご

第19図ンデレの背後にひろがる中生層の台地深く不規貝口にえぐられ

たこの岩山はかつてこの地のサルタン軍とフランス軍とが激

レい戦斗を展開した古戦場である.

くありふれた副作用のない薬を用いるのカミ素人療法のコ

ツである.

ジユル爺さんの身体を真直ぐに仰向けにしてまず熱

がないことを確かめた後派購をはかり手の平で静

かに胃から腸の部分を押してみた.胃を押すと爺

さんはものすごく痛カミった.

酒の飲み過ぎによる急性胃炎と判断した私はおもむ

ろにガｰゼに水を浸して額から顔胸腹手と足な

どを静かに拭き終乏た後ふだん常用されている胃薬を

1錠飲ませそれから2分後にもう1錠飲ませて｢夜

が明ける6時頃には完全に治る.た足しよくねむる

ことか条件だ｣と爺さんに告げて自分が使っている

エアｰマットを敷いた上に寝かせた.

午前6時20分爺さんのことカミいささか気に狂って

すぐに表へ出てみた.マンゴの木蔭では既にジュ

ノレ爺さんが朝食の仕度をしていた.

｢バラオモウイイキンショニババ(お早ようどうだい

お父っあん)｣

｢バラオミンギイ'ムビンカンゴメルスイパトロン

(お早うございます.元気一杯です.ありがとうござい

ますパトロン)｣

やはり酒の飲み過ぎだったらしい.私の精神医学も

満更捨てたものでは狂い.実は白状すると私カミジユ

ル爺さんに与えた2錠の薬は日本では家庭の常備薬と

してごくふつうに用いられているSという健胃整腸剤で

もちろん正確に2分おきに1錠づつ飲まなければなら

ないといった大げさなものではない.

｢鰯の頭も信心から｣とか｢信ずる者は救われる｣

とがよく言われるがこうした場合にも複雑な人間社

会においてもお互に信じ合うということが生きるため

の根本原則であることに間違いはなさそうである.

私はジュノレ爺さんに深酒しないように強く注意し

そして｢特効薬はもう校い｣と付け加えることを忘

れたかった.ジュノレ爺さんも胃の激しい痛みにこり

たのかあるいはもう治してもらえないと思ったのか

これ以後バンギヘ帰り着くまで深酒を止めたようだ.

3月17目午前10時自動車の修理は完了した.この

時は羽根をもがれた小鳥のように思いのままに動く

ご1とができなくてやるせない目を送っていた私が待ちこ

カミれていた時ではあったカミ県知事御夫妻の心づかいと

積極的な御援助とを戴きながらもそれに報いることが

できなかった私の心は暗かった.自動車の故障で止む

を得なかったと割切ろうとしても簡単には割切れない�
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心のわだかまりがある.｢今度来た時には邸の下を

掘って下さい｣という県知事の慰めの言葉さえ私の胸

には鋭どい錐のように突きさった.

しかしそうした切たさと心のわだかまりを癒やして

くれるものがまったくなかったわけではない.それは

ンデレの人々の優しい心づかいとバミンギ川の岸で発見

した放射能異常そして深く不規則にえぐられた岩山

とチャド平原の大サバンナとが織りなすみごとな天然の

美であった.

ンデレから北端の町ビラオヘ移動し.現在この国でも

っとも期待されているンガデ銅鉱床の概査を行政うこと

はこの調査旅行の目的の]つであった.そして､自動

車の修理が完了するまでこれを予定通りに実行するか

割愛するかで頭を悩ました.その結果予定移動日を

既に11目も過ぎていることビラオでガソリンを購入す

ることカミきわめて困難であることビラオまで400kmの

道中で自動車カミ再たび故障する可能性カミあることなどの

理由でこの計画の実行を断念することに決定した.

ンデレ最後の夜鶏の丸焼をはじめ数々の手料理を作

って来てくれたお嬢さんもあり名残りを惜しんで訪ず

れる人たちで宿舎は遅くまでにぎわい眠りについた

時には既に2時を過ぎていた.

(筆者は鉱床部)
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地学と切手

コンゴｰの鉱物切手

P.⑭.

1970年3月20目に発行されたコンゴ人民共和国(ブ

ラザビル)の多色刷航空切手2種である.他のひとつ

のコンゴ(キンシャサ)は旧ベノレギｰ植民地であり最

近はザイｰノレと改名した.こちらのコンゴ(ブラザビ

ノレ)は旧仏領であり1958年に自治共末口国と狂ったが外

交はフランスに委ねられていた.しかし1960年には

フランス共同体内の独立国となった.コンゴ川の西岸

に位置し34万2千km2の面積に約100万人カミ住んでい

るが国土の半分は熱帯林によって覆われている.1コ

ンゴには15世紀末にポルトガノレ人がやって来たのが端

初であるカミフランス領となったのは1880年にフランス

の海軍士官ブラザかやって来ベルギｰとコンゴｰ河の

両岸をめぐって領土獲得競走をしたことによる.首都

ブラザビノレの名は彼に由来している.

この国の鉱産物として1969年の統計は以下の通り.

カリカリ鉱はこの国最

大の鉱産物であり世界でも有

数の埋蔵鉱量を保有している.

鉱床は二畳系の岩塩層であり

採掘にあたっているコンゴ'

カリ会社はこの国第1の近代

設備を有している.

カリ

原油

鉛亜鉛鉱

銅鉱

金

205,000トン

24,2!5トン

2,273トン

31トン｢仏語圏｣アフリカ･マ

122トングガスカル年鑑｣71年版

石油内陸地域にあって

先細り傾向を示していた原油は

1969年に海岸沖合20たm水深60mのところに｢海のエ

メラルド｣と名付けた油層を発見したことにより希望

がもてるように狂った.1972年には年産200万トンの

見通しカミ得られ年産500万トンまでの開発計画が立て

られている.

鉛･亜鉛ブラザビル西方120kmのムパサに鉛･亜

鉛鉱床があり1959年以来開発されているが1969年に

は人員の一部を整理した.その後課備を近代化し低

品位鉱も開発可能の体制にし年産87,000トンを目指し

ている.

Auricha1cite100F緑亜鉛鉱(ZnCu)｡(OH)6(CO)2

斜方晶系硬度1～2比重3.64淡緑～緑青～天青

色.透明銅･亜鉛鉱床の酸化帯で二次的に産出

Dioptase150F翠銅鉱Cu.Si｡･6H｡〇三方晶系

硬度5比重3･5透明～半透明乾燥地域の銅鉱床の

酸化帯に産出�




